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 (百万円未満切捨て) 
１．2020年３月期の業績（2019年４月１日～2020年３月31日） 

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率) 
 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2020年３月期 13,591 17.7 249 △30.7 335 △31.5 38 △94.9 

2019年３月期 11,543 14.2 359 △17.7 489 37.3 752 298.7 
  

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

 円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2020年３月期 6.55 6.49 1.2 3.2 1.8 

2019年３月期 129.10 127.68 25.0 4.7 3.1 
 

(参考) 持分法投資損益 2020年３月期 － 百万円   2019年３月期 － 百万円 
  

（２）財政状態  
 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

2020年３月期 10,308 3,260 31.6 547.13 

2019年３月期 10,824 3,303 30.5 566.90 
 

(参考) 自己資本  2020年３月期 3,260 百万円   2019年３月期 3,303 百万円 
  

（３）キャッシュ・フローの状況  
 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
 百万円 百万円 百万円 百万円 

2020年３月期 1,612 △1,681 △428 2,180 

2019年３月期 1,361 △1,563 △485 2,677 

  

２．配当の状況 

 
年間配当金 配当金総額 

(合計) 
配当性向 

純資産 
配当率 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％ 

 2019年３月期 － 8.50 － 9.00 17.50 101 13.6 3.4 

 2020年３月期 － 8.50 － 9.00 17.50 104 267.2 3.1 

 2021年３月期(予想) － － － － －  －  

 （注）2021年３月期の配当予想につきましては、未定とさせていただきます。 

 

３．2021年３月期の業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日） 

2021年３月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大により、現段階では合理

的な業績予想の算出が困難であるため、未定とさせていただきます。今後、合理的に予想可能となった時点で公表いた

します。 



 
※ 注記事項 

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無 

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 有 

 ④ 修正再表示 ： 無 
 

（２）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期 6,080,130 株 2019年３月期 6,027,000 株 

② 期末自己株式 2020年３月期 120,400 株 2019年３月期 200,000 株 

③ 期中平均株式数 2020年３月期 5,909,477 株 2019年３月期 5,827,000 株 

  

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です 

  

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

2021年３月期の業績につきましては、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大により、現段階では合理的な

業績予想の算出が困難であるため、未定とさせていただきます。今後、合理的に予想可能となった時点で公表いたしま

す。 



 
○添付資料の目次 

  

１．経営成績等の概況 …………………………………………………………………………………… 2 

（１）当期の経営成績の概況 ………………………………………………………………………… 2 

（２）当期の財政状態の概況 ………………………………………………………………………… 3 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 …………………………………………………………… 3 

（４）今後の見通し …………………………………………………………………………………… 3 

（５）継続企業の前提に関する重要事象等 ………………………………………………………… 3 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 ………………………………………………………… 3 

３．財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………… 4 

（１）貸借対照表 ……………………………………………………………………………………… 4 

（２）損益計算書 ……………………………………………………………………………………… 6 

（３）株主資本等変動計算書 ………………………………………………………………………… 7 

（４）キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………… 9 

（５）財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………… 11 

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………… 11 

（会計上の見積りの変更） ………………………………………………………………………… 11 

（追加情報） ………………………………………………………………………………………… 11 

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………… 11 

（１株当たり情報） ………………………………………………………………………………… 13 

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………… 13 



株式会社共和コーポレーション(6570) 2020年３月期 決算短信 

1 

１．経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

当事業のご報告に先立ちまして、当事業年度に判明した当社における不適切な取引により過年度決算の訂正を行っ

たこと及び2020年第３四半期決算報告を延長しましたことについて、株主の皆様には多大なご迷惑とご心配をおかけ

しましたことを深くお詫び申し上げます。今後はこのようなことがないよう、ガバナンスの強化とコンプライアンス

の徹底、業務プロセスの透明化を中心とした再発防止に全社を挙げて取り組み、信頼回復に努めて参ります。株主の

皆様には何卒ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

当社が属するアミューズメント業界におきましては、昨年の消費税率の引き上げや自然災害が相次いだことなども

影響し、依然として消費マインドは弱含みの状況で推移いたしました。また、１月以降の新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の感染拡大の影響で外出を自粛する傾向が続くなど新たな懸念事項が加わり厳しい経営環境が続きまし

た。 

このような状況の中、当社の主力事業であるアミューズメント施設運営事業におきましては、「明るい、安心、三

世代」をテーマとして、お客様により楽しく快適に過ごしていただけるよう分煙化など店舗環境の改善に努めるとと

もに、接客サービスの体制強化により地域に根差した店舗作りを推進しております。アミューズメント機器販売事業

におきましては、新製品の発売が少ないことに加え、景品及び中古機の販売不振により、厳しい状況で推移しました。 

また、将来の市場規模成長が期待されるeスポーツには資金と人材を投入し、中長期的な企業価値の向上と、行政

や地域コミュニティとの連携強化を積極的に推進しました。 

以上の結果、当事業年度における業績は、売上高13,591,652千円（対前期比17.7％増）、営業利益249,497千円

（同30.7％減）、経常利益335,677千円（同31.5％減）、当期純利益38,705千円（同94.9％減）となりました。 

今後、当社は、これまでの取り組みを進化させると同時に、企業体質の強化に加え、事業間のシナジー効果を発揮

すべく業務プロセスや収益管理の改善に継続的に取り組むことにより、更なる業績の向上と事業の成長を目指して参

ります。 

 

当事業年度における、セグメント別の概況は次のとおりであります。 

① アミューズメント施設運営事業 

アミューズメント施設運営事業におきましては、景品ゲームの利用促進イベントの開催、メダルゲームの新規顧

客の掘り起しを含む来店促進策の実施等、様々な活性化策により来店客数の増加に努めました。なお、景品ゲーム

においては、もう１プレイを促進するための接客サービスの強化、ＳＮＳを利用した来店促進のための施策、各ゲ

ームジャンル別の運営管理等を徹底したことにより、景品ゲームにおいて前年同期に比べ稼働が上がりました。な

お、2019年４月に「アピナ草加店」、「アピナ幸手店」、「アピナＳ武蔵小山店」、「キッズスクエア上溝店」、

「キッズスクエア松戸」、同年５月に「アピナ荻窪店」、同年８月に「アピナ印西店」、同年10月に「アピナ市原

店」の計８店舗を開設する一方、２店舗を閉鎖しており、総施設数は59施設となっております。 

以上の結果、アミューズメント施設運営事業における売上高は10,733,058千円（前年同期比40.8％増）、セグメ

ント利益(営業利益)は884,235千円（前年同期比1.3％減）となりました。 

② アミューズメント機器販売事業 

アミューズメント機器販売事業におきましては、引き続き得意先への継続的な販売を行うとともに、新規取引先

の獲得を積極的に進めたものの新製品の発売が少なく、景品及び中古機の販売も低調となった結果、売上高は

2,726,328千円（対前年同期比20.3％減）となりました。また、取引先の経営破綻に伴い、その貸倒が見込まれる

金額を貸倒引当金繰入額に計上したこともあり、セグメント利益(営業利益)は57,185千円（同34.9％減）となりま

した。 

③ その他事業 

その他事業とは主に各種媒体を利用した広告代理店業であり、セールスプロモーションとインターネット、モバ

イルとの連携を視野に入れながら、課題解決提案による既存取引先との関係強化を図るとともに、新規取引先の開

拓を積極的に推進しました。 

以上の結果、その他事業における売上高は132,265千円、セグメント利益(営業利益)は7,109千円となりました。 

（注）その他事業においては、前事業年度において吸収合併前の子会社に対する業務委託手数料112,500千円とア

ミューズメント機器の受取賃貸料260,974千円を含んでおり有効な比較ができないため、前年同期比を記載し

ておりません。 

   なお、子会社に対する業務委託手数料と受取賃借料を除く広告代理店業においては売上高、営業利益とも
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に前年同期実績より増加となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

 (資産) 

 当事業年度における当社の資産合計は、前事業年度末と比較して516,296千円減少し、10,308,564千円となりまし

た。この要因は、建物(純額)が85,051千円、破産更生債権等が52,194千円、敷金及び保証金が53,044千円それぞれ増

加したこと、現金及び預金が497,572千円、受取手形が108,338千円、売掛金が85,002千円それぞれ減少したこと等に

よるものであります。 

 (負債) 

 当事業年度末における負債合計は、前事業年度末と比較して473,718千円減少し、7,047,816千円となりました。こ

の要因は、資産除去債務が212,359千円が増加したこと、買掛金が205,066千円、未払金が135,479千円、未払法人税

等が86,008千円、長期借入金が271,044千円それぞれ減少したこと等によるものであります。 

 (純資産) 

 当事業年度末における純資産合計は、前事業年度と比較して42,577千円減少し、3,260,748千円となりました。主

たる要因は、資本金が15,821千円、資本剰余金が18,707千円それぞれ増加したこと、利益剰余金が64,411千円、その

他有価証券評価差額金が29,652千円減少したこと等によるものであります。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

 当事業年度における現金及び現金同等物の期末残高は、前事業年度末に比べて497,072千円減少し、2,180,660千円と

なりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらのその主な要因は以下のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は1,612,612千円(前期比18.4％増)となりました。これは主に、税引前当期純利益

63,447千円、減価償却費1,425,279千円、売上債権の減少193,340千円等によるものです。 

 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により使用した資金は1,681,167千円(前期比7.5％増)となりました。これは主に、有形固定資産の取得に

よる支出1,630,705千円等があったことによるものです。 

 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は428,517千円(前期比11.7％減)となりました。これは、長期借入れによる収入

1,100,000千円がありましたが、長期借入金の返済による支出1,428,517千円等があったことによるものです。 

 

（４）今後の見通し 

 2021年３月期の通期業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の状況並びに政府、

自治体からの各種要請等を踏まえ臨時休業や営業時間短縮を行っており、現時点では、新型コロナウイルスの感染終息

時期の見通しが立たず、2021年３月期の業績予想の数値については合理的な算定が困難なため、未定とさせていただき

ます。今後、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大の動向を見極めながら、業績予想の算定が可能となっ

た時点で改めて公表いたします。 

 

（５）継続企業の前提に関する重要事象等 

  該当事項はありません。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

財務諸表は会社法上の分配可能額の計算や法人税法上の課税所得の計算においても利用されることを鑑み、当社は日

本基準を適用しております。 

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。 
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３．財務諸表及び主な注記 

（１）貸借対照表 
           (単位：千円) 
          

前事業年度 
(2019年３月31日) 

当事業年度 
(2020年３月31日) 

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,108,033 2,610,460 

  受取手形 302,579 194,241 

  売掛金 569,271 484,268 

  商品 35,676 37,633 

  貯蔵品 163,318 169,392 

  前渡金 6,727 13,017 

  前払費用 218,627 246,540 

  未収入金 20,852 40,586 

  その他 42,030 42,203 

  貸倒引当金 △3,174 △1,826 

  流動資産合計 4,463,943 3,836,518 

 固定資産   

  有形固定資産   

   アミューズメント機器（純額） 1,978,645 1,926,815 

   建物（純額） 1,226,287 1,311,338 

   構築物（純額） 17,529 14,989 

   機械及び装置（純額） 25,523 22,511 

   車両運搬具（純額） 0 0 

   工具、器具及び備品（純額） 155,890 164,432 

   土地 814,332 764,314 

   リース資産（純額） 13,698 7,235 

   建設仮勘定 － 57,022 

   有形固定資産合計 4,231,906 4,268,660 

  無形固定資産   

   ソフトウエア 25,916 19,495 

   リース資産 4,800 3,600 

   その他 8,297 8,277 

   無形固定資産合計 39,013 31,372 

  投資その他の資産   

   投資有価証券 146,488 103,629 

   出資金 21,060 20,296 

   長期貸付金 3,205 1,505 

   破産更生債権等 18,666 70,860 

   長期前払費用 71,055 76,461 

   繰延税金資産 183,730 236,096 

   敷金及び保証金 1,271,686 1,324,730 

   その他 465,245 399,483 

   貸倒引当金 △91,141 △61,050 

   投資その他の資産合計 2,089,997 2,172,013 

  固定資産合計 6,360,918 6,472,045 

 資産合計 10,824,861 10,308,564 
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           (単位：千円) 
          

前事業年度 
(2019年３月31日) 

当事業年度 
(2020年３月31日) 

負債の部   

 流動負債   

  支払手形 313,845 315,448 

  買掛金 832,580 627,513 

  1年内返済予定の長期借入金 1,261,843 1,204,370 

  リース債務 14,664 9,601 

  未払金 887,573 752,093 

  未払費用 113 73 

  未払法人税等 87,054 1,046 

  前受金 2,683 6,024 

  預り金 43,555 31,829 

  資産除去債務 － 20,307 

  賞与引当金 67,843 69,458 

  設備関係支払手形 123,472 115,439 

  その他 302 97,259 

  流動負債合計 3,635,530 3,250,466 

 固定負債   

  長期借入金 3,590,523 3,319,479 

  リース債務 15,290 5,689 

  資産除去債務 280,066 472,118 

  その他 124 63 

  固定負債合計 3,886,004 3,797,349 

 負債合計 7,521,535 7,047,816 

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 693,887 709,709 

  資本剰余金   

   資本準備金 482,687 498,509 

   その他資本剰余金 － 2,885 

   資本剰余金合計 482,687 501,395 

  利益剰余金   

   利益準備金 7,300 7,300 

   その他利益剰余金   

    別途積立金 600,000 600,000 

    繰越利益剰余金 1,511,316 1,446,905 

   利益剰余金合計 2,118,616 2,054,205 

  自己株式 △41,400 △24,441 

  株主資本合計 3,253,792 3,240,867 

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 49,533 19,880 

  評価・換算差額等合計 49,533 19,880 

 純資産合計 3,303,326 3,260,748 

負債純資産合計 10,824,861 10,308,564 
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（２）損益計算書 
           (単位：千円) 
          前事業年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当事業年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

売上高 11,543,870 13,591,652 

売上原価 6,930,452 7,340,240 

売上総利益 4,613,417 6,251,412 

販売費及び一般管理費 4,253,464 6,001,914 

営業利益 359,953 249,497 

営業外収益   

 受取利息 653 2,022 

 受取配当金 3,134 3,286 

 受取保険金 82,004 55,487 

 自販機設置協賛金 11,175 13,368 

 受取補償金 13,360 － 

 貸倒引当金戻入額 37,525 27,580 

 その他 16,341 17,395 

 営業外収益合計 164,194 119,141 

営業外費用   

 支払利息 30,951 28,094 

 社債利息 2,196 － 

 雑損失 1,235 4,866 

 営業外費用合計 34,382 32,960 

経常利益 489,765 335,677 

特別利益   

 抱合せ株式消滅差益 568,879 － 

 固定資産売却益 3,065 8,194 

 負ののれん発生益 23,441 － 

 その他 － 4 

 特別利益合計 595,385 8,198 

特別損失   

 固定資産売却損 14,065 － 

 減損損失 159,758 151,336 

 固定資産除却損 53,280 48,089 

 過年度決算訂正関連費用 － 80,950 

 その他 2,746 52 

 特別損失合計 229,850 280,429 

税引前当期純利益 855,300 63,447 

法人税、住民税及び事業税 142,851 64,119 

法人税等調整額 △39,823 △39,377 

法人税等合計 103,028 24,742 

当期純利益 752,272 38,705 
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（３）株主資本等変動計算書 

前事業年度（自2018年４月１日 至2019年３月31日） 

 (単位：千円) 

 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
資本準備金 

その他資本

剰余金 

資本剰余金 

合計 
利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金 

合計 別途積立金 
繰越利益 

剰余金 

当期首残高 693,887 482,687 － 482,687 7,300 600,000 907,633 1,514,933 △41,400 

当期変動額          

新株の発行          

剰余金の配当       △148,588 △148,588  

自己株式の処分          

当期純利益       752,272 752,272  

株主資本以外の項目の 

当期変動額（純額） 
         

当期変動額合計 － － － － － － 603,683 603,683 － 

当期末残高 693,887 482,687 － 482,687 7,300 600,000 1,511,316 2,118,616 △41,400 

 

 

株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 株主資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価差額金 

評価・換算 

差額等合計 

当期首残高 2,650,108 66,756 66,756 2,716,865 

当期変動額     

新株の発行 －   － 

剰余金の配当 △148,588   △148,588 

自己株式の処分 －   － 

当期純利益 752,272   752,272 

株主資本以外の項目の 

当期変動額（純額） 
 △17,222 △17,222 △17,222 

当期変動額合計 603,683 △17,222 △17,222 586,460 

当期末残高 3,253,792 49,533 49,533 3,303,326 
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当事業年度（自2019年４月１日 至2020年３月31日） 

 (単位：千円) 

 

株主資本 

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
資本準備金 

その他資本

剰余金 

資本剰余金 

合計 
利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金 

合計 別途積立金 
繰越利益 

剰余金 

当期首残高 693,887 482,687 － 482,687 7,300 600,000 1,511,316 2,118,616 △41,400 

当期変動額          

新株の発行 15,821 15,821  15,821      

剰余金の配当       △103,116 △103,116  

自己株式の処分   2,885 2,885     16,958 

当期純利益       38,705 38,705  

株主資本以外の項目の 

当期変動額（純額） 
         

当期変動額合計 15,821 15,821 2,885 18,707 － － △64,411 △64,411 16,958 

当期末残高 709,709 498,509 2,885 501,395 7,300 600,000 1,446,905 2,054,205 △24,441 

 

 

株主資本 評価・換算差額等 

純資産合計 株主資本 

合計 

その他 

有価証券 

評価差額金 

評価・換算 

差額等合計 

当期首残高 3,253,792 49,533 49,533 3,303,326 

当期変動額     

新株の発行 31,642   31,642 

剰余金の配当 △103,116   △103,116 

自己株式の処分 19,844   19,844 

当期純利益 38,705   38,705 

株主資本以外の項目の 

当期変動額（純額） 
 △29,652 △29,652 △29,652 

当期変動額合計 △12,924 △29,652 △29,652 △42,577 

当期末残高 3,240,867 19,880 19,880 3,260,748 
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（４）キャッシュ・フロー計算書 
           (単位：千円) 
          前事業年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当事業年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前当期純利益 855,300 63,447 

 減価償却費 1,161,228 1,425,279 

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △26,576 △31,438 

 賞与引当金の増減額（△は減少） 11,536 1,615 

 受取利息及び受取配当金 △3,787 △5,308 

 支払利息 33,147 28,094 

 負ののれん発生益 △23,441 － 

 抱合せ株式消滅差損益（△は益） △568,879 － 

 固定資産売却損益（△は益） 11,000 △8,194 

 有形固定資産除却損 53,280 48,089 

 減損損失 159,758 151,336 

 過年度決算訂正関連費用 － 80,950 

 売上債権の増減額（△は増加） △154,071 193,340 

 たな卸資産の増減額（△は増加） △6,451 △8,031 

 仕入債務の増減額（△は減少） 99,670 △203,463 

 未払消費税等の増減額（△は減少） △60,292 97,180 

 その他 44,302 937 

 小計 1,585,723 1,833,834 

 利息及び配当金の受取額 3,180 3,421 

 利息の支払額 △32,874 △28,072 

 過年度決算訂正関連費用の支払額 － △39,200 

 法人税等の支払額 △194,497 △157,370 

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,361,532 1,612,612 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △496,300 △719,300 

 定期預金の払戻による収入 499,800 719,800 

 有形固定資産の取得による支出 △1,400,655 △1,630,705 

 有形固定資産の売却による収入 18,290 58,400 

 無形固定資産の取得による支出 △13,554 △2,755 

 出資金の払込による支出 △20,000 － 

 保険積立金の積立による支出 △45,525 △35,568 

 保険積立金の解約による収入 87,921 22,384 

 敷金及び保証金の差入による支出 △45,940 △107,225 

 敷金及び保証金の回収による収入 25,273 11,933 

 事業譲受による支出 △179,020 － 

 その他 6,056 1,870 

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,563,654 △1,681,167 
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           (単位：千円) 
          前事業年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当事業年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 1,700,000 1,100,000 

 長期借入金の返済による支出 △1,523,100 △1,428,517 

 社債の償還による支出 △400,000 － 

 リース債務の返済による支出 △15,025 △14,664 

 割賦債務の返済による支出 △98,164 △2,125 

 ストックオプションの行使による収入 － 19,844 

 配当金の支払額 △148,951 △103,054 

 財務活動によるキャッシュ・フロー △485,241 △428,517 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － － 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △687,362 △497,072 

現金及び現金同等物の期首残高 2,592,462 2,677,732 

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 772,633 － 

現金及び現金同等物の期末残高 2,677,732 2,180,660 
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（５）財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(会計上の見積りの変更) 

(資産除去債務の見積りの変更) 

当事業年度において、不動産賃貸借契約に伴う原状回復義務として計上していた資産除去債務について、退去時に

必要とされる原状回復費用に関する新たな情報の入手に伴い見積りの変更を行っております。 

この見積りの変更による増加額188,327千円を変更前の資産除去債務残高に加算しております。なお、当該見積り

の変更により営業利益及び経常利益がそれぞれ27,580千円減少し、税引前当期純利益が40,879千円減少しております。 

 

(追加情報) 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う店舗の臨時休業等により、施設運営事業において売上高減少の影響が生じ

ております。 

このため、当社においては、過去の感染症の収束状況、治療薬の承認状況、政府の方針等を踏まえて、新型コロナ

ウイルス感染症の影響は2020年６月から７月にかけて収束に向かい、９月以降の業績が前年並みに回復するものと仮

定し、固定資産の減損に関する判断及び繰延税金資産の回収可能性に関する判断を行っております。 

 

(セグメント情報等) 

(セグメント情報) 

１ 報告セグメントの概要 

(1) 報告セグメントの決定方法 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源配分の

決定や、業績を評価するために定期的に点検を行う対象となっているものであります。 

当社の報告セグメントは、サービス別に構成されており「アミューズメント施設運営」及び「アミューズメント機器

販売」の２つの事業を報告セグメントとしております。 

 

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類 

「アミューズメント施設運営」は、アミューズメント施設の運営を行っております。 

「アミューズメント機器販売」は、アミューズメント関連機器等の販売を行っております。 

 

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「重要な会計方針」における記載のとおりであります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前事業年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日) 

(単位：千円) 

 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

財務諸表 
計上額 
(注)３ 

アミューズ 
メント施設 

運営 

アミューズ 
メント機器 

販売 
計 

売上高        

外部顧客への売上高 7,621,950 3,422,182 11,044,133 499,736 11,543,870 － 11,543,870 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

－ － － － － － － 

計 7,621,950 3,422,182 11,044,133 499,736 11,543,870 － 11,543,870 

セグメント利益 895,653 87,895 983,548 114,649 1,098,198 △738,244 359,953 

セグメント資産 6,384,774 855,613 7,240,387 14,067 7,254,455 3,570,406 10,824,861 

その他の項目        

減価償却費 870,215 344 870,560 256,454 1,127,014 34,213 1,161,228 

のれんの償却額 3,813 － 3,813 － 3,813 － 3,813 

負ののれん発生益 23,441 － 23,441 － 23,441 － 23,441 

減損損失 159,758 － 159,758 － 159,758 － 159,758 

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 

1,401,575 － 1,401,575 257,241 1,658,817 29,782 1,688,600 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、広告代理店業及び子会社へのアミューズメ

ント機器の賃貸料等を含んでおります。 

２．調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額△738,244千円は、主に各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額3,570,406千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産の主なものは、報告セグメントに帰属しない現金及び預金であります。 

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額29,782千円は本社に係る設備投資額であります。 

３．セグメント損益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当事業年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日) 

(単位：千円) 

 

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

財務諸表 
計上額 
(注)３ 

アミューズ 
メント施設 

運営 

アミューズ 
メント機器 

販売 
計 

売上高        

外部顧客への売上高 10,733,058 2,726,328 13,459,386 132,265 13,591,652 － 13,591,652 

セグメント間の 
内部売上高又は振替高 

－ － － － － － － 

計 10,733,058 2,726,328 13,459,386 132,265 13,591,652 － 13,591,652 

セグメント利益 884,235 57,185 941,420 7,109 948,530 △699,032 249,497 

セグメント資産 6,581,710 660,915 7,242,625 12,280 7,254,905 3,053,658 10,308,564 

その他の項目        

減価償却費 1,392,308 273 1,392,581 71 1,392,653 32,626 1,425,279 

減損損失 151,336 － 151,336 － 151,336 － 151,336 

有形固定資産及び 
無形固定資産の増加額 

1,631,019 － 1,631,019 － 1,631,019 4,548 1,635,568 

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、広告代理店業を含んでおります。 

２．調整額は、以下のとおりであります。 

(1) セグメント利益の調整額△699,032千円は、主に各報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

(2) セグメント資産の調整額3,053,658千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産の主なものは、報告セグメントに帰属しない現金及び預金であります。 

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額4,548千円は本社に係る設備投資額であります。 
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３．セグメント損益は、損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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(１株当たり情報) 

 

 
前事業年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当事業年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

１株当たり純資産額 566.90 円 547.13 円 

１株当たり当期純利益金額 129.10 円 6.55 円 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 127.68 円 6.49 円 

(注) １．当社は、2018年９月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前事業

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり

当期純利益金額を算定しております。 

２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たりの当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りであります。 
 

項目 
前事業年度 

(自 2018年４月１日 
 至 2019年３月31日) 

当事業年度 
(自 2019年４月１日 

 至 2020年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

  当期純利益(千円) 752,272 38,705 

  普通株主に帰属しない金額(千円) － － 

  普通株式に係る当期純利益(千円) 752,272 38,705 

  普通株式の期中平均株式数(株) 5,827,000 5,909,477 

   

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額   

 普通株式増加数(株) 64,717 57,397 

 （うち新株予約権（株）） (64,717) (57,397) 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり 
当期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式の概要 

― ― 

(注) 当社は、2018年９月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前事業年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、前事業年度及び当事業年度の普通株式の期中平均株式数、普通株式

増加数を算定しております。 

 

(重要な後発事象) 

新型コロナウイルス感染症の拡大による政府の「緊急事態宣言」を受けた各都道府県の「緊急事態措置」に基づく

休業要請により、2020年４月８日から該当店舗の臨時休業を実施しておりますが、休業要請が終了または緩和した地

域から順次営業を再開しております。 

臨時休業に伴い翌期以降の業績に対する影響が見込まれるものの、現時点で合理的に見積もることは困難でありま

す。 

なお、当期の会計上の見積りに関する取扱いについては、（追加情報）に記載の通りであります。 
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